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はじめに
大正期・昭和初期に四度も来日し、数多くの日本の文化
人と交流を持ったチェコの女性旅行家、小説家、翻訳家でもあるバルボラ・マルケー タ・エリアー ショヴァー（B
arbora M
arkéta E
liášová, 一八七四（？）～一九五
七（１）
）
の活躍およびその功績については、少なくとも筆者が知るかぎり、日本ではこれまでほとんど紹介されていない
（２）
。一
方、現在のチェコでは、東南アジアのみならず、南アフリカやオーストラリアなどを歴遊した女性旅行家とし その名が知られている。しかし、知られているとはいえ、決して研究が盛んに行われているわけではなく、エリアーショヴァーの遍歴を簡略に紹介 た幾つか エッセーや小論文
のほかに、本格的な研究、とくに日本における彼女の活躍に焦点を当てた研究は皆無に等しい。
では、エリアーショヴァーとはどのような人物であり、
どうして私たちはその活躍に注目すべきなのであろうか。
記すま もないが、エリアーショヴァーは日本を訪れた
最初の女性旅行家ではない。一例をひくと 世界一周旅行を敢行し、帰国後に旅行記『 「サンビーム号」での旅』
 A 
Voyage in the Sunbeam
（
L
ondon: L
ongm
ans, G
reen, and co., 
1878 ） を刊行し注目を集めたイギリスの女性旅行家アニー・
ブラッシー（
A
nnie B
rassey, 一八三九～一八八七）は、
エリアーショヴァーより三五年も早く、一八七六年に日本を訪れている。 （のちに詳しく触れるが、刊行後たちまちベストセラーとなり、矢継ぎ早に複数の外国語に翻訳され
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たブラッシーの旅行記をエリアーショヴァーが来日前に読み、感化された可能性が高い。 ）
エリアーショヴァーは、日本を最初に訪れたチェコの旅
行家でもない。ここで紙面を割いて説明することはできないが、近年日本にも紹介されている旅行家ヨゼフ・コジェンスキー （
Josef K
ořenský, 一八四七～一九三八）は、
一八九三年に日本を訪れ、帰国後に『世界一周の 』C
esta kolem
 světa （
P
raha: J. O
tto, 1896-1902 ）という旅行記
を刊行した
（３）
。また、コジェンスキーの甥にあたり、二〇世
紀前半のチェコで人気を集めたジャポニズム文学の代表的作家として知られるジョエ・フロウハ（
Joe H
loucha, 
一八八一～一九五七）もエリアーショヴァーより早く、一九〇六年に来日している
（４）
。
数多くの旅行家たちがエリアーショヴァーより早く日本
を訪れ、帰国後に旅行記その他の著書をもって日本文化を盛んに紹介しているこ は明らかである。それでは、エリアーショヴァーと他の旅行家たちはど ような点で異なるのだろうか。言い換えれば、 家としてヴァーの特色はどこにあるだろうか。①
　
滞在期間
　
まず第一に、滞在期間が挙げられる。他の
旅行家たちと異なり、 エリアーショヴァー 四度も来日し、その都度比較的長い期間、日本 滞在している 最初に
日した時はおよそ一年（一九一二～一九一三） 、二度目はおよそ一年半（一九二〇～一九二一） 、三度目（一九二三）と四度目（一九二九）は数か月日本で過ごしている。合計で三年以上も日本に滞在したエリアーショヴァーは、日本文化や日本人の生活を詳しく知る機会を持ったばかりではなく、様々な友好関係を築くこともできた。②
　
日本語能力
　
アニー・ブラッシーをはじめ、日本を訪
れる旅行家たちの多くは、滞在期間が短かった め日本語を覚える時間がなく、始終日本語と英語（若しくはその他の西洋語）のできる案内人に頼るしかなかった。一方、比較的長い期間を日本で過ごしたエリアーショヴァー 、日常会話で不自由がない程度には日本語を習得しており、読み書きもある程度できたと思われる。③
　
経済状況
　
イギリスの国会議員を夫に持つアニー・ブ
ラッシーは高級ヨットで世界一周旅行を行い、各地で制約を受けることなく自由に行動ができるほどの経済的な余裕があった。一方、孤児として育ち、女学校の英語教師をつとめていたエリア ショヴァーは、初めて日本を訪れる際には、貯金と友人らが集めてくれた餞別を唯一の資金とて旅の途に就 。エリアーショヴァーには決して経済的な余裕があったわけではない。④
　
日本での求職
　
来日前のエリアーショヴァーの経済状
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況は、来日後の彼女の活動内容に決定的な影響を及ぼしたといえる。アニー・ブラッシーをはじめ、一九世紀後半と二〇世紀の初めに訪日した旅行家たちの多くは、名所旧跡を見学しながら日本文化に親しんだ。すなわち彼らはツーリストとして日本を眺めたわけだが、日本で職に就くことはまずなかった。一方 初めて 本を訪れたエリアーショヴァーは、来日 早々収入源を求めざるを得ない状況におかれ、 知人の紹介で英語 講師 つとめ ことになった。また、一九二〇年、二度目に来日した際、エリアーショヴァーはチェコスロヴァキア公使館の書記官をつとめている。⑤
　
日本の文化人との交流
　
当然のことだが、このような
状況におかれたエリアーショヴァーの日本体験と 他の旅行家たちの日本体験とはずいぶん異質なものであった 日本を旅した旅行家たちは いてい異文化という壁を超えることができず、 あくまでも日本を〈外〉から眺めていたが日本で生活したエリアーショヴァーは日本の に〈内〉から触れる機会に恵まれたと言えよう。 あるい エリアーショヴァーのこと 〈旅行家〉ではなく、寧ろ 滞在者〉もしくは〈生活者〉と考え ほうが適切かもしれない。そして何よりも、こ ような独特な状況におかれ エリアショヴァーが、同時代にさまざまな分野で活躍した日本の
文化人と親密な交流を持ったということに注目すべきである。
前述した通り、エリアーショヴァーの活躍の内容は現在
ほとんど解明されていない。このような現状を遺憾 思う筆者は、今後本誌の紙上で様々な資料を紹介・解説しながらエリアーショヴァーの人物像を浮かび上がらせたい
（５）
と考
えている。なお、その際には、概ね次の二点に注目したい。①
　
日本における活躍
　
大正・昭和初期に四度訪日したエ
リアーショヴァーは、日本の女性教育家（主に日本女子大学校の卒業生および教員たち） 、音楽家および音楽研究者（山田耕筰、兼常清佐、牛山充、田辺尚雄） 、文学者（網野菊）などと交際したが、筆者 エリアーショヴァーとその周辺にいた日本の文化人の人脈を探り エリアーショヴァーが彼らにど ような刺激を与えたのか、また逆に彼らがエリアーショヴァーにどの うな刺激を与え のかを明らかにしていく。②
　
母国における活躍
　
エリアーショヴァーは、積極的に
チェコの新聞雑誌に記事を投稿し、また複数の著書を刊行したが、その中で、伝統文化だけではなく、日本の近代文化も紹介した。一九二〇年代のチェコでは、ジャポニズム小説をはじめ 日本文化の様々な側面を紹介した本が多数刊行されている 女性の眼差しで日本を見つめたエリ
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アーショヴァーの新聞記事や著書はそのなかでも異色を放ち、疑いなく研究に値するものである。
以上、筆者が本研究の出発点および今後の方針について
ごく簡単に説明したが、 本稿では以下、 エリアーショヴァーの略歴を記しておく。
Ｂ・Ｍ・エリアーショヴァーの略歴
Ｂ・Ｍ・エリアーショヴァーは、当時オーストリア＝ハ
ンガリー帝国の支配下に置かれ いたチェコの東部にあるモラヴィア地方のイジーコヴィツェ村（
Jiříkovice ）に、
一八七四年一一月二日に生まれた
（６）
。エリアーショヴァーの
生立ちについては詳しく知られていないが 後年に懐かしく思い出されるような明るい幼年時代を過ご いないのは確かである。私生児として生まれ、四歳の時に母を亡くしたエリアーショヴァーは、親戚と村の人たちの援助 より育てられた、と後に彼女自身が自叙伝（ナープルステック博物館所蔵、未発表） 書き記している。同自叙伝によると、親のいない孤児 いう悲し 運命を背負わさ 彼女にとって、唯一の慰めとなったのは勉学であった。そして、若い頃からエリアーショヴァーが全力を注いだ いう勉学こそが、やがて彼女に自立への道を開いたの 。
一六歳の時、エリアーショヴァーは、モラヴィア地方第
一の都市ブルノに移住し、工場で働きながら夜間学校に通い、語学を極めた。その後、ウィーン滞在を経てプラハに移住したが、ここでも、工場の事務員をつとめながら勉強をつづけた。そして、英語の国家試験（試験日未詳）を受け、合格し、高等女学校 教鞭を執ることとなった。長年の努力の結果、エリアーショヴァーは一定の社会的地位を確保し、経済的に安定した生活を手に入れ に成功した。
ここで注目すべきは、プラハのカレル大学で英語の国家
試験を受ける時、エリアーショヴァーが、カレル大学の教授であり、当時英文学者として名を馳せていた ツラフ・モウレック（
V
áclav M
ourek, 一八四六～一九一一）
を知ったということである。モウレックは思想 上でエリアーショヴァーに強い刺激を与えたばかりでなく、はじめは彼女 経済的にも支援した。そ て、このような支援あったからこそエリア ショヴァーは初めての海外旅行（イギリス、フランス）に発つことができた。モウレックは正しくエリアーショヴァーの人生を変えた人物であるといってよい。興味深い とに、モウレックは、一八八三年、前述のアニー・ブラッシーの旅行記を 『世界一周
　
サンビー
ム号での旅
 K
olem
 světa V
ýlet po lodi Sunbeam
u 』 （
P
raha: 
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初来日時のエリアーショヴァー（1913年撮影、『楽しき時の日本、悲しき時の日本』所収）
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N
ákladem
 L
ibuše, M
atice zábavy a vědění, 1883 ）として
翻訳刊行している。海外旅行を夢見るエリアーショヴァーとモウレックとの会話にブラッシーの旅行記の名が挙がっただろうことは容易に想像できる。エリアーショヴァーが初めて日本に関心を持ったのは、この本の刺激があってのことだったかもしれない。あるいは彼女はブラッシーの旅行記に勇気づけられ、日本旅行を思い立ったのではないだろうか。筆者の憶測にすぎ が、そう考えても無理はないだろう。
一九一二年、エリアーショヴァーは最大の不幸に見舞わ
れた。この年、結婚の準備を進めていたところ、結婚直前に婚約者が突然病没した、と自叙伝に記されている。婚約者の死がエリアーショヴァーに強烈な衝撃を与えただろことは想像に難くない。だが、彼女はそこで意気消沈 悲しみに打ちひしがれることなく、 旅 出る とを決意し 。そして、当時英語の教師を勤めていた高等女学校 一年の無給休暇をとり、憧れの日本に向かった
エリアーショヴァーは出発当時、日本に頼るべき知己が
ひとりもなかったが、モウレックは、東京大学で教鞭をとり英語を教えていたジョン・ローレンツ（
John L
aw
rence, 
一八五〇～一九一六）を知り、彼 エリアーショヴァーの世話を頼んだ。日本に到着したエリアーショヴァ が数週
間ローレンツ一家で世話になったことを考えると、このような繋がりがなければ、エリアーショヴァーの日本旅行はおそらく実現されなかっただろうと思われる。
一九一二年七月に、エリアーショヴァーは初めて来日し
た。プラハからモスクワまで、モスクワからヴラジヴォストクまでは汽車を使い、ヴラジヴォストクからは船で日本に渡っ 日本に到着したのは夏 あり 最初の数週間はローレンツ一家の軽井沢別荘で過ごしている。し し、エリアーショヴァーに 観光客として日本国内を自由に旅行できるほどの資金がなく、軽井沢から東京に戻ってから、早速仕事を求めざるを得なかった。最初はローレンツの紹介により家庭教師として語学を教えていたが その後、逓信官吏練習所で英語教師として働 ことに っ 。最初の日本滞在は一年程に及び、一九一三年七月にエリアーショヴァーは帰途 就き、ハワイ アメリカ 経由してチェコへ帰国した。帰国後は日本での生活を描いた記事を多数発表し、さらに一九一五年に旅行記『日本人との生活一年』R
ok života m
ezi Japonci （
B
.M
. E
liášová, 1915 ）を刊行し注
目を浴びた。
一年ほど日本に滞在し、日本の文化や芸術、日本人の生
活の紹介に努め エリアーショヴァー 、日本について高い見識を持つ〈専門家〉として認識されるよう なったと
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いえよう。一九二〇年、新興国チェコスロヴァキアが日本で公使館を開く時、エリアーショヴァーが公使館のスタッフに起用されたのはそのためであろう。後年に刊行された回想録『カレル・ペルグレルのもとで』
P
od K
arlem
 
P
erglerem
（
B
.M
. E
liášová, 1929 ）からは、エリアーショ
ヴァーが公使館の書記官に任命され 当初、日本での仕事に対して少なからぬ期待を持っていたことを読み取ることができる。だ 、日本に到着してからは ペルグレル公使と折り合いが悪く、仕事 対して段々不満と苛立ちが募った。エリアーショヴァーは公使館での人間関係と仕事について深く思い悩んでいた 公使館の外では、活発に日本の文化人と交流し、また、日本では当時ほとんど知られていなかったチェコの文化を紹介した
（７）
。一九二一年にペルグ
レル公使が解任され、その数か月後 エリアーショヴァーもプラハに呼び戻された。帰国し エリアーショヴァーは高等女学校に復帰することなく、創作活動に専念した。
一九二三年、エリアーショヴァーは、日本文化の理解を
深めることを目的 再び来日したが、同年九月に横浜 関東大震災を経験した。 危うく命拾いしたも の、 全てを失った彼女は日本を離れることを決意し、アメリカ経由 チェコスロヴァキアに帰国
（８）
。
帰国したエリアーショヴァーは再び各地で講演を行い、
新聞や雑誌に記事を投稿し、 更に旅行記『楽しき時の日本、悲しき時の日本』
 V
 Japonsku v dobách dobrých i zlých （
B
.M
. 
E
liášová, 1925 ） と評論集 『日本の娘たち』
D
cery N
ipponu （
B
. 
K
očí, 1925 ）などの著書を出版した。二つのうち前者は、
在日朝鮮人の虐殺を含めて関東大震災後の混乱を外国人の観点から捉えた点で貴重な資料となる。後者 評論集は、芸者の世界に強く惹かれた男性作家によるジャポニズム文学とは異なり、近代の日本女性 生活、教養、社会進出などに着目した で注目に値する珍しいものであ 。
エリアーショヴァーが最後に日本を訪れたのは一九二九
年のことである。この際 チェコスロヴァキア外務省より補助金を得て日本に渡ったエリアーショヴァーは、日本だけではなく、朝鮮半島と満州を漫遊し、帰りはソ連を見学して帰国した。 （帰国後は旅行記 出版 ていない め、この最後の日本滞在について ナープルステック博物館に所蔵され いる未発表の日記と書簡の他に資料はな 。 ）
その後のエリアーショヴァーの活躍、ことに戦時中およ
び戦後の生活につ て ほとんど知られていない。ナープルステック博物館に所蔵されている資料から読み取れることは少ないが、残されている書簡からは、エリアーショヴァーが、リューマチを患 ながら孤独な晩年を送ったことがわかる。バルボラ・マルケータ・エリアーショヴァー
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は一九五七年四月二七日にプラハの自宅で息をひきとり、プラハのオルシャニ墓地に埋葬された
（９）
。
【注】
（１）
 エリアーショヴァーの生誕に関しては二つの資料がある。エリアーショヴァーが生まれたイジーコヴィツェ村の教会の生没記録簿によると、彼女は一八七四年一一月二日に生まれたと されてい 。しかし、現存している複数の旅券その他の証明書には一八八五年一一月二日生まれと記されている。
（２）
 口頭発表とし は、ブルナ・ゲブハルトヴァー・マルケータ「
Japonky B
arbory M
arkéty E
liášové （エリアーショ
ヴァーと日本の女性たち） 」 （第一回日本チェコ文化学会議、在日チェコ共和国大使館ホール、二〇一六年六月一二日）などあるが、活字 なった論文は見当たらない。
（３）
 ヨセフ・コジェンスキー著・鈴木文彦訳『明治のジャポンスコ―ボヘミア教育総監の日本観察記』 （サイマル出版会、一九八五年
1月）を参照。
（４）
 興味深いことに、 フロウハの最初のジャポニズム小説『暴風に舞う桜』
Sakura ve vichřici （
P
raha: Jos. R
. V
ilím
ek, 
1906 ）は日本を舞台として、西洋人の男性と日本人の女
性の悲劇的な恋愛関係を描いたセンチメ タルな小説で
あるが、本書は、フロウハが日本を訪れる前に出版された。すなわち、フロウハは、ピエール・ロティ（
P
ierre 
L
oti, 一八五〇～一九二三）の名作『お菊さん』
M
adam
e 
C
hrysanthèm
e （チェコ語訳は一九〇五年に刊行される）
や叔父のコジェンスキーの著書などを参考にしながらこの小説を書き上げた。当時のチェコでは、作家の実体験をもとにして かれ 作品と思われ、高く評価された。フロウハが本書の原稿料を
使って
初来日
を果たしてい
る
ことも興味深い。
（５）
 エリアーショヴァー旧蔵の資料のほとんどは現在、整理されないまま、プラハ ナー プルステック博物館（N
áprstkovo m
uzeum
）に保管されており、その他、一
部の資料は、プラハの国立文学記念館（
P
am
átník 
národního písem
nictví ）と、エリアーショヴァーの誕生
地イジーコヴィツェに
ほど
近いシュラパニツェ郷土資料
館（
M
uzeum
 ve Šlapanicích ）に保管されている。
（６）
 エリアーショヴァーの幼年時代については、自筆の履歴書と未発表の自叙伝が残されているが、前者 極めて簡略であり、後者は、いってみれば文学的自叙伝として書かれたため、事実と異なる内容が多い。エリアーショヴァーの生い立ちについて窺い知る
ことができる
資料は
現在
、これらの
ほかに確認されていない。
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（７）
 例えば、一九二一年八月一二日、一三日に『読売新聞』に発表された「チヱツクの婦人」で、 エリアーショヴァーはチェコスロヴァキアにおける 問題について紹介している。エリアーショヴァーは日本女子大学校桜楓会の『家庭週報』にも記事を投稿した。例えば、 「チエツク国のソコルス」 （ 『家庭週報』一九二〇年一 月一二日）は筆者名が記されていないが、エリアーショヴァーの記事である。
（８）
 アメリカを経由してチェコスロヴァキアに帰ろうとしたが、 では、不運が重なり、電車の衝突、脱線事故に遭った。
（９）
 戦時中、エリアーショヴァーは日本の行く末に対する率直な懸念を表した詩「日本よ、何処へ行く」
Q
uo uadis, 
Vapousko? （未発表）を執筆している。また、同じく戦時
中に西洋人の男性と日本人の女性の恋愛関係を描 たマンス『ハナコ
　
日本の近代女性の物語』
H
anako-R
om
án 
m
oderní japonské dívky （
P
raha: R
ebcovo nakladatelství, 
1944 ）を刊行している。
（ブルナ
　
ルカーシュ・実践女子大学助教）
